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装
飾
経
の
盛
行

久
能
寺
経

　
久
能
寺
経
は
平
安
時
代
に
制
作
さ
れ
た
装
飾

経
の
代
表
作
。『
法
華
経
』
八
巻
（
二
十
八
品
）

に
開
結
の
二
経
を
加
え
た
三
十
巻
を
一
人
一
巻

ず
つ
分
担
し
て
書
写
し
た
も
の
を
一
品
経
と
よ

ぶ
。
そ
の
も
っ
と
も
古
く
か
つ
比
較
的
完
全
な

形
で
残
っ
て
い
る
の
が
久
能
寺
経
で
あ
る
。
も

と
静
岡
県
の
久
能
寺
（
現
在
の
鉄
舟
寺
に
改
名
）

に
伝
わ
っ
た
の
で
、
こ
の
名
が
あ
る
。
鉄
舟
寺

に
十
九
巻
（
国
宝
）
が
現
存
、
ほ
か
は
東
京
国

立
博
物
館
な
ど
に
分
蔵
さ
れ
る
。
各
巻
の
巻
末

に
結
縁
者
名
が

記
さ
れ
て
お

り
、
永
治
一
年

（
一
一
四
一
年
）

鳥
羽
院
、
待

賢
門
院
、
美
福

門
院
ら
を
中
心

と
す
る
宮
廷
の

人
々
に
よ
っ
て

供
養
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。
大
和
絵
の

描
か
れ
た
見
返

し
、
金
銀
の
切

箔
を
ま
い
た
料

紙
は
、
王
朝
貴
族
の
美
意
識
を
反
映
す
る
華
麗

な
も
の
で
あ
る
。「
譬
喩
品
第
三
」
の
筆
者
は
藤

原
定
信
で
あ
る
。
な
お
、
藤
原
定
信
は
一
切
経

五
〇
四
八
巻
を
四
十
二
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

の
二
十
三
年
間
で
完
成
さ
せ
た
。

平
家
納
経

　
平
家
納
経
は
、
平
安
時
代
に
平
家
の
繁
栄
を

願
い
、
厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
経
典
類
の
総

称
。
法
華
経
三
〇
巻
、
阿
弥
陀
経
一
巻
、
般
若

心
経
一
巻
、
平
清
盛
自
筆
の
願
文
一
巻
と
、
経

箱
・
唐
櫃
か
ら
な
る
。
経
典
に
施
さ
れ
た
装
飾

は
絢
爛
豪
華
で
、
当
時
の
平
家
繁
栄
を
今
に
伝

え
て
い
る
。
平
安
時
代
の
装
飾
経
の
代
表
作
で
、

当
時
の
巧
み
な
技
を
現
代
に
伝
え
る
一
級
の
史

料
で
あ
る
。

　
平
家
の
一
族
、
清
盛
・
重
盛
・
頼
盛
・
教
盛

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
を
分
担
す
る
形
で
経
典

を
筆
写
し
た
。
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
年
）
に

厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
が
、
各
巻
の
奥
書
を

参
照
す
る
と
、
全
体
の
完
成
に
は
仁
安
二
年

（
一
一
六
七
年
）ま
で
か
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
、
全
点
が
昭
和
二
十
九

年
（
一
九
五
四
年
）、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。 

現
在
厳
島
神
社
が
所
蔵
し
て
お
り
、
模
造
品
が

厳
島
神
社
の
宝
物
館
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

扇
面
法
華
経
冊
子

　
扇
面
法
華
経
冊
子（
ま
た
は
扇
面
古
写
経
）は
、

平
安
時
代
と
く
に
院
政
期
に
流
行
し
た
装
飾
経

の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
扇
形
の
料
紙
を
使
用
し
、

濃
彩
の
下
絵
を
用
い
る
点
は
他
に
類
を
見
な
い
。

成
立
は
十
二
世
紀
中
頃
。
下
絵
の
題
材
は
、
貴

族
や
庶
民
の
生
活
な
ど
か
ら
採
ら
れ
、
大
和
絵

の
手
法
で
描
か
れ
て
い
る
。
美
術
品
と
し
て
の

価
値
が
非
常
に
高
く
、
当
時
愛
玩
さ
れ
た
紙
扇

の
絵
の
様
式
を
伝
え
る
唯
一
の
遺
品
で
も
あ
る
。

書
風
は
和
様
で
数
人
の
手
に
な
る
も
の
と
み
ら

れ
、
書
跡
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
風
俗

画
と
し
て
は
、絵
巻
物
と
な
ら
び
、様
々
な
情
報

が
織
り
込
ま
れ
た
重
要
な
図
像
資
料
で
も
あ
る
。

　
夏
扇
の
料
紙
を
粘
葉
装
の
冊
子
に
仕
立
て
た

も
の
で
、
表
紙
に
は
金
字
の
経
題
の
ほ
か
、
十

羅
刹
女
を
一
体
ず
つ
和
装
で
描
い
て
い
る
。

　
料
紙
は
い
ず
れ
も
雲
母
を
引
き
、
墨
流
し
や

金
銀
の
切
箔
、
野
毛
、
砂
子
な
ど
を
散
ら
し
、

そ
こ
に
濃
彩
の
優
美
な
大
和
絵
風
俗
画
を
下
絵

と
し
て
描
き
、
そ
の
上
に
経
文
を
書
写
す
る
。

当
時
大
量
に
つ
く
ら
れ
た
扇
の
地
紙
を
そ
の
ま

ま
写
経
用
紙
と
し
て
転
用
し
た
珍
し
い
例
で
あ

る
。
豪
奢
に
し
て
華
麗
な
装
飾
的
効
果
に
富
ん

で
お
り
、
工
芸
史
上
も
重
要
で
あ
る
。

　
経
文
は
、
一

行
十
七
字
、
一

頁
十
二
行
（
見

開
き
二
十
四

行
）
に
定
型

化
さ
れ
た
書

式
に
漢
字
で

放
射
状
に
墨

書
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、

彩
色
下
絵
の

青
色
や
墨
の

部
分
の
上
に
字

を
書
く
場
合
は
、
墨
書
の
上
を
金
泥
で
な
ぞ
っ

た
り
、
一
字
を
半
分
ず
つ
金
泥
と
墨
と
で
書
き

分
け
た
り
す
る
な
ど
、
手
の
こ
ん
だ
書
写
が
な

さ
れ
て
い
る
。
書
風
は
和
様
で
あ
り
、
数
人
の

手
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
扇
面
法
華
経
冊
子
の
成
立
は
、「
女
人
成
仏
」、

「
写
経
成
仏
」
を
説
く
法
華
経
信
仰
が
さ
か
ん
と

な
る
な
か
で
、
経
典
そ
の
も
の
も
美
し
く
飾
り

た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
み
ら
れ
る
。元
来
は「
妙
法
蓮
華
経（
法
華
経
）」

八
巻
と
開
結
経
二
巻
、
す
な
わ
ち
、
本
経
に
先

だ
っ
て
説
か
れ
る
開
経
の
「
無
量
義
経
」
と
結

び
を
な
す
結
経
の
「
観
普
賢
経
（
仏
説
観
普
賢

菩
薩
行
法
経
）」
を
合
わ
せ
て
十
帖
で
一
具
を
な

し
、
扇
紙
は
総
計
百
十
五
枚
で
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。一
具
の
う
ち
、今
日
で
は
四
天
王
寺（
大

阪
市
）
に
「
法
華
経
」
巻
一
、六
、七
お
よ
び
開

結
経
二
帖
の
計
五
帖
が
伝
存
す
る
ほ
か
、
東
京

国
立
博
物
館
が
「
法
華
経
」
巻
八
の
完
本
一
帖

を
所
蔵
、
他
に
断
簡
五
葉
が
各
所
に
分
蔵
さ
れ
、

合
計
五
十
九
面
、
表
紙
絵
五
面
を
数
え
る
。

（25）

久
能
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経
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六
、
鎌
倉
時
代

１
、 

鎌
倉
時
代

　
鎌
倉
時
代
（
一
一
八
五
年
頃
〜
一
三
三
三
年
）

は
、
日
本
史
で
幕
府
が
鎌
倉
に
置
か
れ
て
い
た

時
代
を
指
す
日
本
の
歴
史
の
時
代
区
分
の
一
つ

で
あ
る
。

　
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
の
時

代
で
、
中
国
で
は
宋
、
元
の
時
代
に
当
た
る
。

朝
廷
と
並
ん
で
全
国
統
治
の
中
心
と
な
っ
た
鎌

倉
幕
府
が
相
模
国
鎌
倉
に
所
在
し
た
こ
と
か
ら

こ
う
呼
ば
れ
る
。
本
格
的
な
武
家
政
権
に
よ
る

統
治
が
開
始
し
た
時
代
で
あ
る
。
始
期
に
つ
い

て
は
諸
説
あ
る
が
、
東
国
支
配
権
の
承
認
を
得

た
一
一
八
三
年
説
と
守
護
・
地
頭
設
置
権
を
認

め
ら
れ
た
一
一
八
五
年
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

　
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
、
日
蓮
宗
な
ど
が
起
こ

っ
て
武
家
と
僧
侶
が
権
力
を
振
っ
た
時
代
で
、

禅
僧
の
来
朝
に
よ
り
、
日
本
と
中
国
両
国
の
禅

僧
に
よ
っ
て
禅
様
が
盛
行
し
、
そ
の
書
風
は
力

強
く
、
和
様
書
道
界
に
新
風
を
注
い
だ
。
和
様

と
禅
様
と
が
並
び
行
わ
れ
た
時
代
で
、
文
字
の

美
の
追
求
か
ら
実
用
性
を
重
視
す
る
変
革
が
な

さ
れ
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
が
一
般
化
さ
れ
た

時
代
で
も
あ
る
。

２
、
禅
様
（
墨
跡
）

　
禅
様
と
は
宋
代
の
書
風
で
、
中
国
の
禅
僧
の

間
に
流
行
し
た
蘇
軾
、
黄
庭
堅
、
米
芾
、
張
即

之
な
ど
の
書
を
指
し
、
晋
唐
の
規
範
や
伝
統
か

ら
解
放
さ
れ
た
自
由
剛
健
な
も
の
で
、
奈
良
朝

以
来
行
わ
れ
た
線
の
軟
ら
か
い
王
羲
之
風
の
も

の
と
は
全
く
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
宋

の
滅
亡
後
、
元
が
興
っ
た
が
、
禅
僧
の
往
来
は

益
々
頻
繁
で
あ
っ
た
。
こ
の
禅
僧
の
も
た
ら
し

た
中
国
書
法
に
よ
る
筆
跡
を
墨
跡
と
呼
ぶ
。
近

来
で
は
、
宋
、
元
時
代
の
他
に
、
江
戸
時
代
の

黄
檗
派
の
禅
僧
の
書
風
も
墨
跡
と
呼
ぶ
の
が
一

般
的
と
な
っ
て
い
る
。

３
、
和
様
、
宸
翰
様

　
和
様
の
諸
流
派
、
す
な
わ
ち
世
尊
寺
流
、
世

尊
寺
流
か
ら
平
安
時
代
末
期
よ
り
藤
原
忠
通
に

よ
っ
て
分
か
れ
た
法
性
寺
流
、
藤
原
俊
成
に
よ

る
俊
成
流
、
藤
原
定
家
に
よ
る
定
家
様
な
ど
の

書
風
が
確
立
し
、
特
に
法
性
寺
流
が
こ
の
時
代

に
入
り
大
流
行
し
た
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
以
降

の
天
皇
家
の
書
風
を
後
世
、
宸
翰
様
（
し
ん
か

ん
よ
う
）
と
呼
ん
で
い
る
。
宸
翰
様
に
は
伏
見

天
皇
に
よ
る
伏
見
院
流
、
後
円
融
天
皇
ら
に
よ

る
勅
筆
流
、
後
柏
原
天
皇
に
よ
る
後
柏
原
院
流

な
ど
が
あ
る
。

４
、
藤
原
定
家

　
藤
原
定
家
（
一
一
六
二
（
応
保
二
年
）
〜

一
二
四
一
年
九
月
二
十
六
日
（
仁
治
二
年
八
月

二
〇
日
））
は
、鎌
倉
時
代
初
期
の
公
家
で
歌
人
。

諱
は
「
て
い
か
」
と
有
職
読
み
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
藤
原
北
家
御
子
左
流
で
藤
原
俊
成
の
二

男
。
最
終
官
位
は
正
二
位
権
中
納
言
。
京
極
殿

ま
た
は
京
極
中
納
言
と
呼
ば
れ
た
。
平
安
時
代

末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
と
い
う
激
動
期
を
生

き
、
御
子
左
家
の
歌
道
の
家
と
し
て
の
地
位
を

不
動
に
し
た
。
代
表
的
な
新
古
今
調
の
歌
人
で

あ
り
、そ
の
歌
は
後
世
に
名
高
い
。
俊
成
の
「
幽

玄
」
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
「
有
心
（
う
し
ん
）」

を
と
な
え
、
後
世
の
歌
に
極
め
て
大
き
な
影
響

を
残
し
た
。二
つ
の
勅
撰
集
、『
新
古
今
和
歌
集
』、

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
を
撰
進
。『
源
氏
物
語
』『
土

佐
日
記
』
な
ど
の
古
典
の
書
写
・
注
釈
に
も
携

わ
っ
た
。

　『
明
月
記
』
は
、定
家
が
治
承
四
年
（
一
一
八
〇

年
）
か
ら
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
年
）
ま
で
の

五
十
六
年
間
に
わ
た
り
克
明
に
記
録
し
た
日
記

で
あ
る
。
別
名
照
光
記
と
呼
ば
れ
る
。
冷
泉
家

時
雨
亭
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
〇

年
（
平
成
十
二
年
）
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　『
明
月
記
』
の
名
は
定
家
が
命
名
し
た
も
の
で

は
な
く
、
当
人
は
『
愚
記
』
と
読
ん
で
い
た
。

没
後
、定
家
の
末
裔
は
「
中
納
言
入
道
殿
日
記
」、

外
部
の
人
々
は
「
定
家
卿
記
」
の
名
称
を
用
い

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、南
北
朝
の
頃
か
ら
『
明

月
記
』
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

広
橋
家
記
録
に
よ
れ
ば
二
条
良
基
の
説
と
し
て

『
毎
月
抄
』
に
あ
る
。
定
家
が
住
吉
明
神
参
拝
の

際
に
神
託
に
よ
っ
て
作
成
し
た
『
明
月
記
』
が

こ
の
日
記
で
あ
る
と
の
考
え
が
記
さ
れ
て
い
る
。

良
基
の
説
を
証
明
す
る
も
の
は
な
い
が
、
当
時

の
日
記
は
公
家
が
公
事
故
実
や
家
職
家
学
の
知

識
を
子
孫
に
伝
え
る
こ
と
を
作
成
目
的
の
一
つ

と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
定
家
の
日
記
＝
定
家

の
奥
義
書
『
明
月
記
』
と
い
う
認
識
が
広
く
行

わ
れ
、
定
家
末
裔
を
含
め
て
こ
の
呼
称
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（26）

伝
源
頼
朝
肖
像

明
月
記
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５
、 

藤
原
為
家

　
藤
原
為
家
（
一
一
九
八
〜
一
二
七
五
年
）

は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
公
家
・
歌
人
。
父
は

藤
原
定
家
。
官
位
は
正
二
位
・
権
大
納
言
。

別
称
は
中
院
禅
師
・
冷
泉
禅
門
・
民
部
卿
入

道
。
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら

の
時
代
で
、
中
国
で
は
宋
、
元
の
時
代
に
当

た
る
。

　
一
二
〇
五
年
（
元
久
二
）、
母
方
の
祖
父

藤
原
実
宗
邸
で
元
服
を
行
い
、
伯
父
西
園
寺

公
経
の
猶
子
と
な
る
。
若
い
頃
は
蹴
鞠
に
熱

中
し
、
同
好
の
順
徳
天
皇
に
目
を
掛
け
ら
れ

た
。
と
こ
ろ
が
一
二
二
一
年
（
承
久
三
）
に

発
生
し
た
承
久
の
乱
に
際
し
て
、
順
徳
天
皇

の
佐
渡
遷
幸
・
配
流
の
供
奉
者
と
し
て
召
さ

れ
た
が
、
応
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。
彼
の
子

孫
、
特
に
二
条
家
（
御
子
左
嫡
流
）
は
和
歌

と
と
も
に
鞠
道
に
お
い
て
も
重
き
を
な
し
、

飛
鳥
井
流
に
な
ら
ぶ
御
子
左
流
を
形
成
し
た

が
、
そ
の
始
ま
り
は
為
家
に
求
め
ら
れ
る
。

　
承
久
の
乱
の
後
、
鎌
倉
幕
府
と
親
し
い

養
父
西
園
寺
公
経
が
朝
廷
の
実
権
を
握

っ
た
こ
と
で
、
為
家
も
順
調
に
昇
進
す
る
。

一
二
二
六
年
（
嘉
禄
二
）
に
参
議
と
し
て
公

卿
に
列
す
る
と
、
一
二
三
六
年
（
嘉
禎
二
）

権
中
納
言
に
、
一
二
四
一
年
（
仁
治
二
）
に

は
、
父
定
家
を
越
え
る
権
大
納
言
に
ま
で
昇

進
し
た
。

　
為
家
は
後
嵯
峨
院
歌
壇
の
中
心
的
な
歌

人
と
し
て
も
活
躍
。「
宝
治
百
首
」
に
参
加

し
、
一
二
五
一
年
（
建
長
三
）
に
は
『
続

後
撰
和
歌
集
』
を
単
独
で
撰
出
し
て
い
る
。

一
二
五
六
年
（
康
元
元
）
に
出
家
し
、
法
号

を
融
覚
・
静
真
と
称
し
た
。
一
二
六
五
年

（
文
永
二
）
に
は
藤
原
基
家
な
ど
四
人
で
『
続

古
今
和
歌
集
』
を
撰
進
し
て
い
る
。
晩
年
は

『
十
六
夜
日
記
』
を
記
し
た
阿
仏
尼
と
同
棲

し
て
そ
の
子
冷
泉
為
相
を
溺
愛
し
、
遺
領
相

続
に
関
し
て
問
題
を
残
し
た
。

　『
新
勅
撰
和
歌
集
』
以
下
の
勅
撰
和
歌
集

に
入
集
。家
集
に『
為
家
集
』『
中
院
詠
集
』『
為

家
卿
千
首
』、歌
論
集
に『
詠
歌
一
体
』が
あ
る
。

６
、
道　
元

　
道
元
（
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
年
）
は
、

鎌
倉
時
代
初
期
の
禅
僧
。
日
本
曹
洞
宗
の
開

祖
。
晩
年
に
希
玄
と
い
う
異
称
も
用
い
た
。

同
宗
旨
で
は
高
祖
と
尊
称
さ
れ
る
。
諡
号
は
、

仏
性
伝
東
国
師
、
承
陽
大
師
。
一
般
に
は
道

元
禅
師
と
呼
ば
れ
る
。

　
出
生
に
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
内
大
臣

土
御
門
通
親
の
嫡
流
の
出
生
だ
と
諸
説
が
一

致
し
て
い
る
。
定
説
で
は
京
都
木
幡
の
松
殿

山
荘
で
通
親
と
太
政
大
臣
松
殿
基
房
の
娘
伊

子
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

近
年
の
定
説
で
は
養
父
と
さ
れ
て
い
る
堀
川

通
具
の
実
子
と
す
る
説
が
有
力
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
ま
た
、
通
親
の
子
、
通
宗
ま
た
は
通

光
を
父
親
と
す
る
説
も
あ
る
。
伝
記
で
あ
る

『
建
撕
記
』
に
よ
れ
ば
、
三
歳
で
父
を
、
八

歳
で
母
を
失
っ
て
、
異
母
兄
で
あ
る
堀
川
通

具
の
養
子
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
説
に
よ
れ

ば
両
親
の
死
後
に
母
方
の
叔
父
で
あ
る
松
殿

師
家
（
元
摂
政
内
大
臣
）
か
ら
松
殿
家
の
養

嗣
子
に
し
た
い
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
道

元
が
断
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
浄
土
真

宗
の
開
祖
親
鸞
と
は
、
互
い
に
生
家
が
公
家

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
母
方
の
縁
戚
に
あ
た

り
面
識
が
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
確
証

は
な
い
。

　
成
仏
と
は
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
こ
と

で
完
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
た
と
え
成
仏

し
た
と
し
て
も
、
さ
ら
な
る
成
仏
を
求
め
て

無
限
の
修
行
を
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
成
仏
の

本
質
で
あ
り
（
修
証
一
如
）、
釈
迦
に
倣
い
、

た
だ
ひ
た
す
ら
に
坐
禅
に
打
ち
込
む
こ
と
が

最
高
の
修
行
で
あ
る
（
只
管
打
坐
）
と
主
張

し
た
。

　
鎌
倉
仏
教
の
多
く
は
末
法
思
想
を
肯
定
し

て
い
る
が
、『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
は
釈
迦

時
代
の
弟
子
衆
に
も
す
ぐ
れ
た
人
ば
か
り
で

は
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
末
法
は
方
便

説
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
末
法
を
否
定
し
た
。

　
一
二
二
七
年
（
嘉
禄
三
）
に
道
元
が
帰
国

直
後
、
坐
禅
の
教
え
を
広
く
伝
え
よ
う
と
し

て
最
初
に
構
想
し
、三
四
才
の
と
き
に
京
都
・

深
草
の
興
聖
寺
で
書
い
た
の
が
自
筆
本
『
普

勧
坐
禅
儀
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
坐
禅
の

方
法
と
意
義
が
丁
寧
に
書
か
れ
て
お
り
、
曹

洞
宗
で
は
、
今
も
坐
禅
の
際
に
全
員
で
読
誦

す
る
。

　
後
に
、
多
く
の
支
援
者
を
得
た
が
、
他
の

宗
派
と
の
争
い
を
避
け
、「
深
山
幽
谷
に
住

ん
で
仏
祖
の
教
え
を
守
れ
」
と
い
う
師
の
言

葉
に
従
い
、
越
前
の
山
中
に
永
平
寺
を
建
立

し
た
。

（27）
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７
、 

親　
鸞

　
親
鸞
（
一
一
七
三
〜
一
二
六
二
年
）
は
、

鎌
倉
時
代
初
期
の
僧
で
浄
土
真
宗
の
宗
祖
。

法
然
を
師
と
仰
い
で
か
ら
の
生
涯
に
渡
り
、

「
真
の
宗
教
で
あ
る
浄
土
宗
の
教
え
」
を
継

承
し
、
さ
ら
に
高
め
て
行
く
事
に
力
を
注
い

だ
。
独
自
の
寺
院
を
持
た
ず
、
各
地
に
つ
つ

ま
し
い
念
仏
道
場
を
設
け
て
教
化
す
る
形
を

と
っ
た
。
親
鸞
の
念
仏
集
団
の
隆
盛
が
、
既

成
の
仏
教
教
団
や
浄
土
宗
他
派
か
ら
の
攻
撃

を
受
け
る
な
ど
す
る
中
で
、
宗
派
と
し
て
の

教
義
の
相
違
が
明
確
と
な
り
、
親
鸞
の
没
後

に
宗
旨
と
し
て
確
立
さ
れ
る
事
に
な
る
。
浄

土
真
宗
の
立
教
開
宗
の
年
は
、『
顕
浄
土
真

実
教
行
証
文
類
』（
以
下
、『
教
行
信
証
』）

が
完
成
し
た
寛
元
五
年
（
一
二
四
七
年
）
と

さ
れ
る
が
、
定
め
ら
れ
た
の
は
親
鸞
の
没
後

で
あ
る
。

　
親
鸞
が
著
し
た
浄
土
真
宗
の
根
本
聖
典
で

あ
る
『
教
行
信
証
』
の
冒
頭
に
釈
尊
の
出
世

本
懐
の
経
で
あ
る
『
大
無
量
寿
経
が
「
真
実

の
教
」
で
あ
る
と
し
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願

（
四
十
八
願
）
と
、
本
願
に
よ
っ
て
与
え
ら

れ
る
名
号
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
を
浄
土
門
の

真
実
の
教
え
「
浄
土
真
宗
」
で
あ
る
』
と
示

し
た
。

　
如
来
の
本
願
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
名
号

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
そ
の
ま
ま
信
受
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
た
だ
ち
に
浄
土
へ
往
生
す

る
こ
と
が
決
定
し
、
そ
の
後
は
報
恩
感
謝
の

念
仏
の
生
活
を
営
む
も
の
と
す
る
。
こ
の
こ

と
は
名
号
と
な
っ
て
は
た
ら
く
「
如
来
の
本

願
力
」（
他
力
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、我
々

凡
夫
の
は
か
ら
い
（
自
力
）
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
と
し
、
絶
対
他
力
を
強
調
す
る
。

８
、
日　
蓮

　
日
蓮
（
一
二
二
二
年
〜
一
二
八
二
年
）
は
、

鎌
倉
時
代
の
僧
。
法
華
経
の
題
目
を
重
ん
じ

る
諸
宗
派
が
宗
祖
と
す
る
。
死
後
に
皇
室
か

ら
日
蓮
大
菩
薩
（
後
光
厳
天
皇
、
一
三
五
八

年
）
と
立
正
大
師
（
大
正
天
皇
、
一
九
二
二

年
）
の
諡
号
を
追
贈
さ
れ
た
。『
立
正
安
国

論
』
は
、
日
蓮
宗
を
開
い
た
日
蓮
が
文
応
元

年
（
一
二
六
〇
年
）
に
得
宗
北
条
時
頼
に
提

出
す
る
た
め
に
撰
述
し
た
文
章
。
日
蓮
本
人

が
文
永
六
年
（
一
二
六
九
年
）
に
筆
写
し
た

と
さ
れ
る
本
が
法
華
経
寺
に
あ
り
（
国
宝
）、

他
に
も
直
弟
子
な
ど
に
よ
る
写
本
が
多
数
伝

わ
る
。
更
に
真
言
密
教
批
判
な
ど
を
加
え
た

増
補
本
が
本
圀
寺
に
あ
る
。

　
正
嘉
年
間
以
来
、
地
震
・
暴
風
雨
・
飢

饉
・
疫
病
な
ど
の
災
害
が
相
次
い
だ
。
当
時

鎌
倉
に
い
た
日
蓮
は
立
正
安
国
論
撰
述
の
前

年
『
守
護
国
家
論
』
を
撰
述
し
た
の
に
続
い

て
、
宗
教
家
と
し
て
の
憂
慮
か
ら
政
治
・
宗

教
の
あ
る
べ
き
姿
を
当
時
鎌
倉
幕
府
の
事
実

上
の
最
高
指
導
者
で
あ
る
北
条
時
頼
に
提
示

す
る
た
め
に
駿
河
国
実
相
寺
に
籠
っ
て
執
筆

し
た
。
後
に
こ
の
書
を
持
参
し
て
実
際
に
時

頼
に
提
出
し
て
い
る
。

　
こ
の
中
で
日
蓮
は
災
害
の
原
因
を
人
々

が
正
法
で
あ
る
法
華
経
を
信
じ
ず
に
浄
土

宗
な
ど
の
邪
悪
な
教
え
を
信
じ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
と
し
て
対
立
宗
派
を
非
難
し
、
法

華
経
だ
け
で
は
な
く
鎮
護
国
家
の
聖
典
と

さ
れ
た
金
光
明
最
勝
王
経
な
ど
も
引
用
し

な
が
ら
、
こ
の
ま
ま
浄
土
宗
な
ど
を
放
置
す

れ
ば
国
内
で
は
内
乱
、
外
国
か
ら
は
侵
略
を

受
け
る
と
唱
え
、
逆
に
正
法
で
あ
る
法
華
経

を
中
心
と
す
れ
ば
国
家
も
国
民
も
安
泰
と

な
る
と
主
張
し
た
。

　
こ
の
内
容
は
た
ち
ま
ち
内
外
に
伝
わ
り
、

そ
の
内
容
に
激
昂
し
た
浄
土
宗
の
宗
徒
に
よ

る
日
蓮
襲
撃
事
件
を
招
い
た
上
に
、
禅
宗
を

信
じ
て
い
た
時
頼
か
ら
も
「
政
治
批
判
」
と

見
な
さ
れ
て
、
翌
年
に
は
日
蓮
が
伊
豆
国
に

流
罪
と
な
っ
た
。

　
時
頼
没
後
の
文
永
五
年
（
一
二
六
八
年
）

に
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
か
ら
臣
従
を
要
求
す
る

国
書
が
届
け
ら
れ
て
元
寇
の
到
来
に
至
り
、

続
い
て
国
内
で
は
時
頼
の
遺
児
で
あ
る
執
権

北
条
時
宗
が
異
母
兄
時
輔
を
殺
害
し
、
朝
廷

で
は
後
深
草
上
皇
と
亀
山
天
皇
の
対
立
の
様

相
を
見
せ
始
め
る
な
ど
、
内
乱
の
兆
し
を
思

わ
せ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
れ
を
見
た
日

蓮
と
そ
の
信
者
は
立
正
安
国
論
を
こ
の
事
態

の
到
来
を
予
知
し
た
予
言
書
で
あ
る
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
蓮
は
こ
れ
に
自
信
を

深
め
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
年
）
に
改
訂

を
行
い
（「
広
本
」）、
以
後
も
二
回
、
合
わ

せ
て
三
回
の
「
国
家
諫
暁
」
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

（28）

教
行
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証
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七
、
室
町
時
代

１
、 

室
町
時
代

　
室
町
時
代
は
、
広
義
で
は
「
室
町
幕
府
が

存
在
し
た
時
代
」
に
当
た
り
、
足
利
尊
氏
が

一
三
三
六
年
（
建
武
三
年
、北
朝
延
元
元
年
）

に
建
武
式
目
を
制
定
し
、
一
三
三
八
年
に
征

夷
大
将
軍
に
補
任
さ
れ
て
か
ら
、
十
五
代
将

軍
義
昭
が
一
五
七
三
年
（
元
亀
四
年
／
天
正

元
年
）
に
織
田
信
長
に
よ
っ
て
京
都
か
ら
追

放
さ
れ
る
ま
で
の
二
三
七
年
間
を
指
す
。

　
し
か
し
、
建
武
新
政
を
含
む
最
初
の

約
六
〇
年
間
を
南
北
朝
時
代
、
応
仁
の

乱
（
一
四
六
七
年
）
ま
た
は
明
応
の
政
変

（
一
四
九
三
年
）
以
後
の
時
代
を
戦
国
時
代

と
区
分
し
て
、南
北
朝
合
一
（
一
三
九
二
年
）

か
ら
応
仁
の
乱
勃
発
ま
た
は
明
応
の
政
変
ま

で
の
約
七
十
五
〜
一
〇
〇
年
間
を
狭
義
の
室

町
時
代
と
区
分
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
一
三
三
六
年
、
後
醍
醐
天
皇
と
対
立
し
た

足
利
尊
氏
が
持
明
院
統
（
北
朝
）
の
天
皇

を
擁
立
し
幕
府
を
開
い
た
が
、
一
三
九
二
年
、

三
代
将
軍
義
満
に
よ
っ
て
南
北
朝
が
統
一
さ

れ
、
最
終
的
に
武
家
が
優
位
に
立
っ
た
。
将

軍
直
轄
の
軍
事
力
や
財
政
基
盤
は
弱
く
、
中

央
の
幕
府
が
上
位
に
立
ち
、
地
域
権
力
た
る

守
護
大
名
が
そ
の
監
督
下
に
あ
り
つ
つ
も
、

両
者
が
相
互
補
完
的
に
政
治
的
経
済
的
支
配

を
展
開
し
た
。

　
義
満
が
京
都
北
小
路
室
町
に
花
の
御
所
を

造
営
し
て
以
降
、
歴
代
将
軍
を
室
町
殿
と

呼
ん
だ
こ
と
か
ら
、
そ
の
政
権
を
室
町
幕
府
、

時
代
を
室
町
時
代
と
呼
ぶ
。

　
義
満
の
時
代
に
国
内
は
安
定
し
た
も
の
の
、

応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
〜
七
七
年
）
な
い
し

明
応
の
政
変
（
一
四
九
二
年
）
以
降
は
動
乱

の
時
代
（
戦
国
時
代
）
を
迎
え
、
そ
れ
ま
で

の
幕
府—

守
護
体
制
・
荘
園
公
領
制
が
崩
壊

す
る
と
と
も
に
、
各
地
に
戦
国
大
名
が
横
行

す
る
よ
う
に
な
る
。

　
室
町
時
代
は
、
鎌
倉
時
代
以
前
に
は
見
ら

れ
な
い
出
自
不
明
の
農
民
・
商
人
層
の
社
会

進
出
を
可
能
と
し
、
日
本
史
上
初
め
て
顔
が

見
え
る
民
衆
を
登
場
さ
せ
た
時
代
で
も
あ
る
。

旧
勢
力
の
没
落
と
新
勢
力
の
興
隆
の
時
代

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
下
克
上
）。

戦
乱
が
続
く
時
代
だ
っ
た
が
、
経
済
面
に
お

い
て
は
農
業
・
工
業
と
も
に
技
術
が
向
上
し
、

生
産
も
増
大
、
内
外
の
流
通
が
盛
ん
に
な
っ

た
。
初
期
に
は
倭
寇
が
朝
鮮
や
中
国
の
沿
海

部
を
襲
っ
た
。

２
、
北
山
文
化
と
東
山
文
化 

　
室
町
時
代
は
、
義
満
の
時
代
と
義
政
の
時

代
に
特
徴
的
な
文
化
が
栄
え
、
そ
れ
ぞ
れ

北
山
文
化
・
東
山
文
化
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
南
北
朝
時
代
の
活
力
が
背
景
に
あ
り
、

三
代
将
軍
義
満
の
時
代
は
中
央
集
権
的
で
公

家
文
化
と
武
家
文
化
の
影
響
や
中
国
文
化
の

影
響
が
あ
る
。
京
都
の
北
山
に
壮
麗
な
山
荘

を
つ
く
っ
た
が
、
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た
金
閣

の
建
築
様
式
が
、
伝
統
的
な
寝
殿
造
風
と
禅

宗
寺
院
に
お
け
る
禅
宗
様
を
折
衷
し
た
も
の

で
あ
り
、
時
代
の
特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
こ
の
時
代
の
文
化
を
北
山
文
化
と
呼

ん
で
い
る
。

 

　
八
代
将
軍
義
政
の
時
代
は
庶
民
的
で
「
侘

び
・
寂
び
」
と
い
う
禅
宗
な
ど
の
影
響
が
強

い
の
が
特
色
と
い
わ
れ
る
。
応
仁
の
乱
で
の

京
都
の
荒
廃
を
機
に
地
方
伝
播
し
、
惣
村
や

都
市
の
発
達
に
よ
り
成
長
し
て
い
た
庶
民
に

も
文
化
が
浸
透
し
て
い
っ
た
。
茶
の
湯
・
能

楽
・
書
院
造
な
ど
今
日
、
文
化
の
原
型
と
考

え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
こ
の
時
代
に
確
立
さ

れ
た
。
応
仁
の
乱
後
、
京
都
の
東
山
に
山
荘

を
つ
く
り
、
そ
こ
に
祖
父
義
満
に
な
ら
っ
て

銀
閣
を
建
て
た
。
こ
の
時
期
の
文
化
は
、
東

山
山
荘
に
象
徴
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
東
山
文

化
と
呼
ば
れ
る
。

（29）

足
利
義
満
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３
、 

室
町
時
代
の
書

　

室
町
時
代
は
乱
世
で
、
書
道
は
日
本
・
中

国
（
元
か
ら
明
）
と
も
に
廃
れ
た
。
安
土
桃

山
時
代
に
入
り
古
筆
を
愛
玩
賞
味
す
る
風
潮

が
お
こ
り
、
わ
ず
か
に
生
気
を
保
つ
に
と
ど

ま
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、

三
筆
・
三
跡
を
祖
と
す
る
和
様
が
現
れ
て
い

る
が
、
最
も
勢
力
が
あ
っ
た
の
は
、
世
尊
寺

流
、
法
性
寺
流
、
尊
円
法
親
王
を
祖
と
す
る

青
蓮
院
流
、
持
明
院
基
春
に
よ
る
持
明
院
流

の
四
派
で
あ
る
。
何
れ
も
行
成
の
流
れ
を
汲

む
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
伏
見

天
皇
ら
諸
天
皇
に
よ
る
宸
翰
様
の
後
を
受
け

て
、
こ
の
時
代
の
諸
天
皇
も
華
麗
な
筆
跡
を

遺
し
て
い
る
。
尊
円
法
親
王
は
伏
見
天
皇
の

第
六
皇
子
で
、
そ
の
青
蓮
院
流
は
後
に
御
家

流
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
ま
で
日
本
の
書
道

の
中
心
的
書
風
と
な
っ
た
。

　

室
町
時
代
も
禅
宗
は
公
家
や
武
家
の
帰
依

を
受
け
発
展
を
続
け
た
。
鎌
倉
時
代
の
禅
僧

の
書
（
墨
跡
）
は
宋
風
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

時
代
は
元
の
趙
孟
頫
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

雪
村
友
梅
、
寂
室
元
光
ら
が
そ
の
代
表
で
あ

る
。
ま
た
五
山
文
学
が
盛
行
す
る
と
そ
の
禅

僧
の
書
風
に
日
本
趣
向
が
加
味
さ
れ
た
五
山

様
が
流
行
し
た
。

４
、
尊
円
法
親
王

　

尊
円
法
親
王
（
一
二
九
八
年
（
永
仁
六
年
）

〜
一
三
五
六
年
（
正
平
十
一
年
延
文
一
年
）

は
、
青
蓮
院
第
十
七
世
門
跡
。
伏
見
天
皇
の

第
六
皇
子
。
母
は
三
善
俊
衡
の
娘
。
初
名
は

守
彦
親
王
。
尊
円
入
道
親
王
と
も
よ
ば
れ
る
。

　

一
三
〇
八
年
（
延
慶
元
年
）
に
青
連
院
に

入
り
、
一
三
一
〇
年
（
延
慶
三
年
）
に
親
王

宣
下
を
受
け
る
。
一
三
一
一
年（
延
慶
四
年
）

法
門
に
入
り
、
名
を
尊
円
と
改
め
て
青
連
院

門
跡
に
就
任
し
た
。
一
三
一
四
年
（
正
和
三

年
）
か
ら
一
三
二
九
年
（
元
徳
元
年
）
ま
で

門
跡
管
領
を
止
め
ら
れ
た
が
再
び
門
主
と
な

り
、
一
三
三
一
年
（
元
徳
三
年
）
に
は
天
台

座
主
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
前
後
四
回

に
わ
た
り
天
台
座
主
隣
、
そ
の
間
四
天
王
寺

別
当
を
歴
任
し
て
い
る
。
和
歌
を
は
じ
め
世

尊
寺
行
房
に
学
び
、
行
房
が
南
朝
方
と
し
て

北
国
の
金
沢
で
戦
死
す
る
と
、
そ
の
弟
行
尹

に
学
ん
だ
。
小
野
道
風
・
藤
原
行
成
な
ど
の

上
代
様
の
書
法
を
研
究
、
そ
れ
に
南
宋
の
張

即
之
の
書
風
を
加
味
し
、
尊
円
流
ま
た
は
青

蓮
院
流
と
称
さ
れ
る
書
法
を
作
り
出
し
た
。

５
、
墨
跡

　

大
燈
国
師
（
一
二
八
二
年
（
弘
安
五
年
）

〜
一
三
三
八
年
（
延
元
二
年
建
武
四
年
）
は

法
名
を
宗
峰
妙
超
と
い
い
、
日
本
禅
宗
史
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
た
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
。

大
徳
寺
を
開
い
た
。
大
燈
国
師
と
は
後
醍
醐

天
皇
か
ら
賜
っ
た
国
師
号
で
あ
る
。
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
書
風
は
人
間
像
が
そ
の
ま
ま
顕

れ
た
も
の
で
、
当
時
よ
り
一
級
の
も
の
と
し

て
尊
重
さ
れ
て
き
た
。

 

　

徹
翁
義
亨
（
一
二
九
五

〜
一
三
六
九
年
）
は
大
徳

寺
第
二
世
の
住
持
。
宗
峰

妙
超
（
大
燈
国
師
）
の

法
嗣
，
徳
禅
寺
の
開
山
。

徹
翁
の
門
弟
と
考
え
ら

れ
る
宗
賛
維
那
の
た
め

に
「
虎
林
」
の
字
号
を

大
書
し
た
も
の
。
こ
の

１
幅
は
小
堀
遠
州
が
愛

玩
し
た
茶
道
具
の
目
録

「
遠
州
蔵
帳
」
に
所
収
の

も
の
。
大
阪
・
鴻
池
家
伝
来
。

　

雪
村
友
梅
（
一
二
九
〇
年
（
正
応
三
年
）

〜
一
三
四
七
年
一
月
十
四
日
（
貞
和
二
年

十
二
月
二
日
）
は
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
南
北

朝
時
代
に
か
け
て
の
臨
済
宗
の
禅
僧
で
あ
る
。

幼
少
の
頃
、
鎌
倉
に
出
て
建
長
寺
の
一
山
一

寧
に
侍
童
と
し
て
仕
え
る
。
元
朝
か
ら
の
帰

化
僧
で
あ
る
一
寧
か
ら
唐
語
や
彼
の
地
の
様

子
を
教
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
の
ち
比
叡

山
戒
壇
院
で
受
戒
、
つ
づ
い
て
京
都
建
仁
寺

に
入
門
し
た
。

（30）

結
夏
衆
僧
名

看
読
真
詮
榜

虎
林
字
号

梅
花
詩
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一
休
宗
純
（
一
三
九
四
〜
一
四
八
一
年
）

は
室
町
時
代
の
臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
禅
僧
で
、

数
々
の
説
話
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

京
都
の
出
生
で
、
後
小
松
天
皇
の
ご
落
胤
と

す
る
説
が
あ
る
。
幼
名
は
、
後
世
史
料
に
よ

る
と
千
菊
丸
。
長
じ
て
周
建
の
名
で
呼
ば
れ

狂
雲
子
、瞎
驢
（
か
つ
ろ
）、夢
閨
（
む
け
い
）

な
ど
と
号
し
た
。
戒
名
は
宗
純
で
、
宗
順
と

も
書
く
。
一
休
と
は
道
号
で
あ
る
。

　
早
く
か
ら
詩
才
に
優
れ
十
三
歳
の
時
に

作
っ
た
漢
詩
『
長
門
春
草
』、
十
五
歳
の
時

に
作
っ
た
漢
詩
『
春
衣
宿
花
』
は
洛
中
の

評
判
と
な
り
賞
賛
さ
れ
た
。
応
永
十
七
年

（
一
四
一
〇
年
）、
十
七
歳
で
謙
翁
宗
為
の
弟

子
と
な
り
戒
名
を
宗
純
と
改
め
る
。
謙
翁
は

応
永
二
十
一
年
（
一
四
一
四
年
）
に
没
し
た
。

こ
の
時
、
一
休
は
師
の
遷
化
に
よ
る
も
の
か

は
断
定
で
き
な
い
が
、
自
殺
未
遂
を
起
こ
し

て
い
る
。

応
永
二
十
二
年
（
一
四
一
五
年
）
に
京
都
の

大
徳
寺
の
高
僧
、
華
叟
宗
曇
の
弟
子
と
な
る
。

「
洞
山
三
頓
の
棒
」と
い
う
公
案
に
対
し
、「
有

ろ
じ
よ
り 
無
ろ
じ
へ
帰
る 

一
休
み 

雨
ふ
ら

ば
降
れ 
風
ふ
か
ば
吹
け
」
と
答
え
た
こ
と

か
ら
華
叟
よ
り
一
休
の
道
号
を
授
か
る
。

応
永
二
十
七
年
（
一
四
二
〇
年
）
の
あ
る
夜
、

カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
俄
か
に
大
悟
す

る
。
華
叟
は
印
可
状
を
与
え
よ
う
と
す
る
が
、

一
休
は
辞
退
し
た
。
華
叟
は
ば
か
者
と
笑
い

な
が
ら
送
り
出
し
た
と
い
う
。
以
後
は
詩
・

狂
歌
・
書
画
と
風
狂
の
生
活
を
送
っ
た
。

逸
話
は
数
々
あ
る
。

○
印
可
の
証
明
書
や
由
来
あ
る
文
書
を
火
中

に
投
じ
た
。

○
男
色
は
も
と
よ
り
仏
教
の
戒
律
で
禁
じ
ら

れ
て
い
た
飲
酒
・
肉
食
や
女
犯
を
行
い
、

盲
目
の
森
侍
者
と
い
う
側
女
や
岐
翁
紹
禎

と
い
う
実
子
の
弟
子
が
い
た
。

○
朱
鞘
の
木
刀
を
差
す
な
ど
、
風
変
わ
り
な

格
好
を
し
て
街
を
歩
き
ま
わ
っ
た
。

○
親
交
の
あ
っ
た
本
願
寺
門
主
蓮
如
の
留
守

中
に
居
室
に
上
が
り
こ
み
、
蓮
如
の
持
念

仏
の
阿
弥
陀
如
来
像
を
枕
に
昼
寝
を
し
た
。

そ
の
時
に
帰
宅
し
た
蓮
如
上
人
は
「
俺
の

商
売
道
具
に
何
を
す
る
」
と
言
っ
て
、
ふ

た
り
で
大
笑
い
し
た
と
い
う
。

○
正
月
に
杖
の
頭
に
髑
髏
を
し
つ
ら
え
、「
ご

用
心
、
ご
用
心
」
と
叫
び
な
が
ら
練
り
歩

い
た
。

　
こ
う
し
た
一
見
奇
抜
な
言
動
は
中
国
臨
済

宗
の
高
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
普
化
な
ど
唐
代

の
禅
者
と
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
教
義
の
面

で
は
禅
宗
の
風
狂
の
精
神
の
表
れ
と
さ
れ
る
。

と
同
時
に
、
こ
う
し
た
行
動
を
通
し
て
仏
教

の
権
威
や
形
骸
化
を
批
判
・
風
刺
し
仏
教
の

伝
統
化
や
風
化
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
で
も

あ
っ
た
。
彼
の
禅
風
は
、
直
筆
の
法
語
と
し

て
『
七
仏
通
誡
偈
』
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
伺
え
る
。

　
こ
の
戒
律
や
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
間

臭
い
生
き
方
は
民
衆
の
共
感
を
呼
び
、
江
戸

時
代
に
彼
を
モ
デ
ル
と
し
て
一
休
咄
に
代
表

さ
れ
る
頓
知
咄
を
生
み
出
す
元
と
な
っ
た
。

一
休
は
能
筆
で
知
ら
れ
る
。
一
休
が
村
田
珠

光
の
師
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
茶
人

の
間
で
墨
蹟
が
極
め
て
珍
重
さ
れ
た
。

　
著
書
（
詩
集
）
は
『
狂
雲
集
』、『
続
狂
雲

集
』、『
自
戒
集
』、『
骸
骨
』
な
ど
。
東
山
文

化
を
代
表
す
る
人
物
で
も
あ
る
。
足
利
義
政

と
そ
の
夫
人
日
野
富
子
の
幕
政
を
批
判
し
た

こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　
正
長
元
年
（
一
四
二
八
年
）、
称
光
天
皇

が
男
子
を
残
さ
ず
崩
御
し
伏
見
宮
家
よ
り
後

花
園
天
皇
が
迎
え
ら
れ
て
即
位
し
た
。
後
花

園
天
皇
の
即
位
に
は
一
休
の
推
挙
が
あ
っ
た

と
い
う
。

　
応
仁
の
乱
後
の
文
明
六
年
（
一
四
七
四

年
）、
後
土
御
門
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
大
徳

寺
の
住
持
（
第
四
十
七
代
）
に
任
ぜ
ら
れ
寺

に
は
住
ま
な
か
っ
た
が
再
興
に
尽
力
し
た
。

塔
頭
の
真
珠
庵
は
一
休
を
開
祖
と
し
て
創
建

さ
れ
た
。
天
皇
に
親
し
く
接
せ
ら
れ
、
民
衆

に
も
慕
わ
れ
た
と
い
う
。

　
一
四
八
一
年
、
八
十
八
歳
で
酬
恩
庵
に
お

い
て
マ
ラ
リ
ア
に
よ
り
没
し
た
。
臨
終
に
際

し
、「
死
に
と
う
な
い
」
と
述
べ
た
と
伝
わ
る
。

酬
恩
庵
は
通
称
「
一
休
寺
」
と
言
い
、
京
都

府
京
田
辺
市
の
薪
地
区
に
あ
る
。
康
正
二
年

（
一
四
五
六
年
）
に
荒
廃
し
て
い
た
妙
勝
寺

を
一
休
が
再
興
し
た
も
の
で
あ
る
。
墓
は
酬

恩
庵
に
あ
り
「
慈
揚
塔
」
と
呼
ば
れ
る
。

（31）

偈 

頌



13

八
、
安
土
桃
山
時
代

１
、 

安
土
桃
山
時
代

　
織
田
信
長
の
居
城
で
あ
っ
た
安
土
城
、
豊

臣
秀
吉
の
居
城
で
あ
っ
た
伏
見
城
（
桃
山
）

か
ら
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。
特
に
、
豊

臣
家
が
全
国
支
配
を
担
っ
た
後
半
を
桃
山
時

代
と
い
い
、
こ
の
時
代
を
中
心
に
栄
え
た
文

化
を
桃
山
文
化
と
呼
ぶ
。
た
だ
し
、
桃
山
の

名
称
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
廃
城
さ
れ
た
伏

見
城
の
跡
地
に
桃
の
木
が
植
え
ら
れ
た
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
桃
山
城
と
呼

ば
れ
る
城
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
歴
史
的
経
緯
を
尊
重
す
る
な
ら

「
伏
見
時
代
」
の
方
が
適
切
な
呼
称
と
な
る

が
、
そ
も
そ
も
、
安
土
城
は
完
成
か
ら
わ
ず

か
三
年
余
り
し
か
存
在
し
て
お
ら
ず
、
伏
見

城
（
木
幡
山
）
も
完
成
か
ら
二
年
後
に
秀
吉

が
死
去
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
在
城
は
短
期

間
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
時
代
の
呼
称
に
用
い

る
こ
と
自
体
が
適
切
で
は
な
い
と
い
う
論
も

あ
る
。
そ
の
た
め
、
近
年
は
「
織
豊
時
代
」

と
い
う
呼
び
方
も
広
ま
っ
て
お
り
、「
安
土

大
坂
時
代
」
や
「
天
正
時
代
」
の
呼
称
を
提

案
す
る
人
も
い
る
。

　
安
土
桃
山
時
代
の
始
期
と
終
期
に
は
複
数

の
見
解
が
存
在
す
る
。
始
期
は
、
織
田
信
長

が
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
京
都
に
上
洛
し
た
永

禄
十
一
年
（
一
五
六
八
年
）、
義
昭
が
京
都

か
ら
放
逐
さ
れ
て
室
町
幕
府
が
倒
さ
れ
た
元

亀
四
年
（
一
五
七
三
年
）、
安
土
城
の
建
設

が
始
ま
っ
た
天
正
四
年
（
一
五
七
六
年
）
と

す
る
考
え
も
あ
る
。
終
期
は
、
豊
臣
秀
吉
が

死
去
し
た
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
年
）、
関

ヶ
原
の
戦
い
で
徳
川
家
康
が
勝
利
し
た
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
年
）、
家
康
が
征
夷
大
将

軍
に
任
じ
ら
れ
江
戸
幕
府
を
開
い
た
慶
長
八

年
（
一
六
〇
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
何
れ
に

し
て
も
、「
織
田
・
豊
臣
の
時
代
」
と
い
う

概
念
を
ど
こ
で
区
分
す
る
か
の
違
い
で
は
あ

る
が
、
室
町
時
代
、
戦
国
時
代
と
重
複
し
て

し
ま
う
こ
と
が
、
そ
の
定
義
を
難
し
く
し
て

い
る
。

２
、
桃
山
文
化

　
安
土
桃
山
時
代
に
は
、
都
市
部
に
お
い
て

豪
商
と
呼
ば
れ
る
新
興
商
人
が
成
長
し
、
そ

の
富
を
背
景
に
し
た
豪
華
で
大
掛
か
り
な
文

化
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
信
長
の
政
策
に

よ
り
、
仏
教
勢
力
の
力
が
中
央
で
は
弱
ま
り
、

仏
教
主
義
的
な
作
品
が
減
り
、
代
わ
り
に
人

間
中
心
、
現
世
的
な
作
風
が
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
茶
の
湯
が
流
行
し
、
唐
物
の
茶
道
具
が
珍

重
さ
れ
た
一
方
で
、
そ
れ
へ
の
反
抗
と
し
て

の
わ
び
茶
も
発
達
し
た
。
大
名
が
茶
器
を
家

臣
へ
の
報
奨
と
し
て
渡
す
よ
う
に
な
り
、
茶

会
が
武
将
と
豪
商
を
結
ぶ
な
ど
、
政
治
に
も

影
響
し
た
。

　
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
天
文
十
八
年

（
一
五
四
九
年
）
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
来
日
以
来
の
南
蛮
貿
易
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
南
蛮
文
化
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
だ
小
規
模
で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
が
初
め

て
西
洋
文
化
と
直
接
触
れ
合
っ
た
と
い
う
点

で
重
要
で
あ
る
。

３
、
茶
道
と
書

　
室
町
時
代
、
茶
に
よ
っ
て
精
神
を
修
養
し
、

人
と
交
わ
る
礼
法
が
横
行
し
た
。
そ
の
立
役

者
が
千
利
休
で
あ
る
。

　
千
利
休
は
大
永
二
年(

一
五
二
二
年)

和

泉
の
国
堺
の
商
家（
屋
号「
魚
屋（
と
と
や
）」）

に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
与
四
郎
。
法
諱
は
宗

易
。
居
士
号
は
利
休
。
抛
筌
斎
。
父
は
田
中

与
兵
衛
（
田
中
與
兵
衞
）、
母
は
宝
心
妙
樹
。

祖
父
は
、
足
利
将
軍
家
の
同
朋
で
千
阿
弥
と

い
い
、
そ
の
名
を
と
り
、
正
親
町
（
お
お
ぎ

ま
ち
）
天
皇
よ
り
許
さ
れ
て
、
千
姓
を
名
乗

っ
た
の
で
す
。
北
向
道
陳
・
武
野
紹
鴎
に
茶

道
を
習
う
。
織
田
信
長
が
堺
を
直
轄
地
と
し

た
と
き
に
茶
頭
と
し
て
雇
わ
れ
、
の
ち
豊
臣

秀
吉
に
仕
え
た
。
北
野
大
茶
会
を
取
り
仕
切

る
な
ど
、
茶
匠
と
し
て
権
勢
を
振
る
い
、
秀

吉
か
ら
利
休
を
天
下
一
の
茶
人
と
褒
め
称
え

ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
天
正
十
九
年
二
月
十
三

日
、
秀
吉
は
利
休
に
堺
へ
の
退
去
を
命
じ
、

二
十
六
日
に
は
京
都
に
呼
び
出
し
て
切
腹
を

命
じ
る
。
天
正
十
九
年
二
月
二
十
八
日
切
腹
。

　
今
日
も
続
く
茶
道
の
始
祖
で
あ
り
、
侘
茶

の
世
界
を
完
成
さ
せ
た
千
利
休
の
書
状
は
数

多
く
残
っ
て
い
る
。
特
に
晩
年
、
古
田
織
部

に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

（32）

狩野永徳唐獅子図

千
利
休
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九
、
江
戸
時
代

１
、 

江
戸
時
代

　
江
戸
時
代
は
、
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
、

徳
川
将
軍
家
に
よ
っ
て
日
本
が
統
治
さ
れ

て
い
た
時
代
で
あ
る
。
徳
川
時
代
と
も
言

う
。
こ
の
時
代
の
徳
川
将
軍
家
に
よ
る
政
府

は
、
江
戸
幕
府
あ
る
い
は
徳
川
幕
府
と
呼
ぶ
。

一
六
〇
三
年
三
月
二
十
四
日
（
慶
長
八
年
二

月
十
二
日
）
に
徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に

任
命
さ
れ
て
江
戸
に
幕
府
を
築
い
て
か
ら
、

一
八
六
八
年
五
月
三
日
（
慶
応
四
年
／
明
治

元
年
四
月
十
一
日
）
に
江
戸
城
が
明
治
政
府

軍
の
手
に
落
ち
る
ま
で
の
、
二
六
五
年
間
を

指
す
。

　
始
期
に
つ
い
て
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で

徳
川
家
康
が
勝
利
し
た
一
六
〇
〇
年
十
月

二
十
一
日
（
慶
長
五
年
九
月
十
五
日
）
を
始

ま
り
と
す
る
説
も
あ
る
。
終
期
に
つ
い
て
は
、

徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
を
明
治
天
皇
に
上
奏

し
た
一
八
六
七
年
十
一
月
九
日
（
慶
応
三
年

十
月
十
四
日
）
と
す
る
見
方
や
、
王
政
復
古

の
大
号
令
に
よ
っ
て
明
治
政
府
樹
立
を
宣
言

し
た
一
八
六
八
年
一
月
三
日
（
慶
応
三
年

十
二
月
九
日
）
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
徳
川

家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
な
っ
て
か
ら
の
時
代

で
、
中
国
で
は
清
の
時
代
に
当
た
る
。
こ
の

時
代
は
江
戸
幕
府
の
文
教
政
策
に
よ
っ
て
書

道
界
に
も
革
新
の
風
が
起
こ
り
、
唐
様
・
和

様
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。

２
、
唐  

様

　
こ
の
時
代
の
墨
跡
は
禅
僧
の
書
を
い
い
、

大
徳
寺
派
・
妙
心
寺
派
・
黄
檗
派
の
僧
の
書

で
、宋
の
米
芾
、元
の
趙
孟
頫
、明
の
文
徴
明
・

祝
允
明
・
董
其
昌
ら
の
書
風
で
あ
る
。
寛
永

十
年
（
一
六
三
三
年
）
の
鎖
国
令
に
よ
っ
て

中
国
の
書
籍
・
法
帖
な
ど
の
輸
入
が
き
わ
め

て
制
限
さ
れ
て
い
る
中
、
こ
の
黄
檗
僧
た
ち

の
書
は
主
と
し
て
儒
者
・
文
人
・
僧
侶
な
ど

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
黄
檗
僧
の
中
で
隠
元

隆
琦
、
木
庵
性
瑫
、
即
非
如
一
の
三
人
は
特

に
能
書
で
黄
檗
の
三
筆
と
称
さ
れ
た
。

　
墨
跡
の
中
国
書
法
は
北
島
雪
山
に
伝
授
さ

れ
、
雪
山
は
唐
様
の
創
始
者
と
し
て
活
躍

し
た
。
そ
の
書
法
は
江
戸
の
門
人
細
井
広
沢

に
伝
え
ら
れ
、
唐
様
の
流
行
を
確
固
た
る
も

の
に
し
た
。『
観
鵞
百
譚
』
な
ど
多
く
の
著

書
を
残
し
、
唐
様
推
進
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
寂
厳
・
池
大
雅
ら
が
継
承
し
、
江

戸
時
代
末
期
に
は
幕
末
の
三
筆
と
呼
ば
れ
る

市
河
米
庵
・
巻
菱
湖
・
貫
名
菘
翁
の
三
人
へ

と
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
の
三
人
は
武
家
や

儒
者
に
信
奉
者
が
多
く
、
特
に
江
戸
の
市
河

米
庵
は
諸
大
名
に
も
門
弟
が
あ
り
、
そ
の
数

五
千
人
と
も
い
わ
れ
た
。

　
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
書
法
の
研
究
が
進
み
、

こ
れ
ま
で
の
元
・
明
の
書
風
か
ら
晋
唐
の
書

風
を
提
唱
す
る
者
が
あ
ら
わ
れ
、
巻
菱
湖
・

貫
名
菘
翁
ら
は
晋
唐
派
で
あ
り
、
市
河
米
庵

な
ど
は
明
清
派
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
派
の
流

れ
は
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
も
続
き
、
明

治
時
代
の
多
く
の
書
家
に
影
響
を
与
え
て
い

く
。

３
、
和  

様

　
江
戸
時
代
初
期
を
代
表
す
る
寛
永
の
三
筆

（
近
衛
信
尹
・
本
阿
弥
光
悦
・
松
花
堂
昭
乗
）

の
書
は
、
前
代
か
ら
継
承
さ
れ
た
御
家
流
を

土
台
と
し
て
お
り
、
彼
ら
の
格
調
高
い
書
風

を
学
ぶ
者
が
多
か
っ
た
。

　
平
安
時
代
以
来
の
書
道
は
上
流
社
会
の

人
々
（
貴
族
文
化
）
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た

が
、
こ
の
時
代
の
書
道
は
一
般
庶
民
に
ま
で

普
及
し
た
。
こ
れ
は
寺
子
屋
と
い
う
一
般
庶

民
の
教
育
機
関
が
全
国
に
設
け
ら
れ
、
そ
の

教
育
の
中
心
が
手
習
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
寺
子
屋
で
は
主
に
御
家
流
が
習
わ
れ
た
。

唐
様
が
儒
者
や
文
人
趣
味
を
好
む
学
者
な
ど

特
定
の
範
囲
で
広
ま
っ
た
の
に
対
し
、
和
様

は
公
家
・
武
家
・
庶
民
を
含
め
た
広
範
囲
に

広
ま
り
、
数
の
上
で
は
和
様
が
勝
っ
た
。

　
江
戸
時
代
中
期
の
和
様
の
代
表
は
、
幕
府

右
筆
の
森
尹
祥
、
上
代
様
の
復
興
に
努
め

た
近
衛
家
熙
、
千
蔭
流
を
成
し
た
加
藤
千
蔭
、

池
大
雅
な
ど
が
い
る
。
池
大
雅
は
後
に
中
国

の
書
の
影
響
を
受
け
て
独
自
の
書
風
を
確
立

し
た
。

（33）

桜樹詠文字模様小袖

徳
川
家
康

江
戸
城
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４
、 

黄
檗
の
三
筆

　
隠
元
隆
琦
、
木
庵
性
瑫
、
即
非
如
一
の
三

人
は
特
に
能
書
で
、
黄
檗
の
三
筆
と
呼
ば
れ
、

書
風
は
中
国
人
な
ら
で
は
の
も
の
が
あ
る
。

三
人
に
は
共
通
し
た
書
風
が
あ
り
、
隠
元
の

「
穏
健
高
尚
な
書
」、
木
庵
の
「
雄
健
円
成
の

書
」、
即
非
の
「
奔
放
闊
達
な
書
」
と
評
さ

れ
「
唐
風
」
あ
る
い
は
「
黄
檗
風
の
書
」
と

し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。

　
隠
元
隆
琦
（
い
ん
げ
ん
り
ゅ
う
き
一
五

九
二
年
〜
一
六
七
三
年
）
は
中
国
明
代
末
期

の
臨
済
宗
を
代
表
す
る
費
隠
通
容
（
ひ
い
ん

つ
う
よ
う
）
の
法
を
受
け
継
ぎ
、
臨
済
正
伝

三
十
二
世
と
な
っ
た
高
僧
で
、
中
国
福
建
省

福
州
府
福
清
県
の
黄
檗
山
萬
福
寺(

古
黄
檗)

の
住
持
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、
日
本
か
ら

の
度
重
な
る
招
請
に
応
じ
、
六
十
三
歳
の
時

に
弟
子
二
〇
名
を
伴
っ
て
一
六
五
四
年
に
来

朝
。
後
に
隠
元
の
弟
子
と
な
る
妙
心
寺
住

持
の
龍
渓
禅
師
や
後
水
尾
法
皇
そ
し
て
徳
川

幕
府
の
崇
敬
を
得
て
、
宇
治
に
約
九
万
坪
の

寺
地
を
賜
り
、
一
六
六
一
年
に
禅
寺
を
創
建
。

寺
名
を
中
国
の
自
坊
と
同
じ
「
黄
檗
山
萬
福

寺
」
と
名
付
け
た
。
そ
の
後
、
幕
府
の
政
策

等
に
よ
り
、
宗
派
を
黄
檗
宗
と
改
宗
し
現
在

に
至
る
。

　
隠
元
の
道
風
は
大
い
に
隆
盛
を
極
め
、
道

俗
を
超
え
て
多
く
の
帰
依
者
を
得
た
。「
弘

戒
法
儀
」
を
著
し
、「
黄
檗
清
規
」
を
刊
行

し
て
叢
林
の
規
則
を
一
変
す
る
な
ど
、
停
滞

し
て
い
た
日
本
の
禅
宗
の
隆
興
に
偉
大
な
功

績
を
残
し
、
日
本
禅
宗
中
興
の
祖
師
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
爾
来
、
隠
元
の
か
か
げ
た
臨

済
正
宗
の
大
法
は
、
永
々
脈
々
と
受
け
継
が

れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

 

　

木
庵
性
瑫
（
も
く
あ
ん
し
ょ
う
と
う
、
一

六
一
一
年
〜
一
六
八
四
年
）
は
福
建
省
泉
州

府
晋
江
県
の
出
身
。
勅
諡
号
は
慧
明
国
師
。

十
六
歳
で
出
家
し
て
開
元
寺
の
印
明
の
門
に

入
っ
た
。

　
一
六
二
九
年
に
得
度
し
、
杭
州
や
天
童
山
、

西
湖
等
を
歴
参
し
て
、
二
十
八
歳
の
時
に
は
、

金
粟
山
の
費
隠
通
容
に
参
禅
し
た
。
費
隠
の

許
で
、
副
寺
・
侍
者
か
ら
知
賓
を
経
て
維
那

に
ま
で
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
紹
興
や
天
台

山
等
を
遍
歴
。

　
一
六
四
八
年
に
は
、
天
童
山
の
費
隠
の
許

に
行
こ
う
と
す
る
が
戦
乱
の
た
め
に
果
た
せ

ず
、
中
国
黄
檗
山
に
登
り
隠
元
隆
琦
か
ら
そ

の
法
を
受
け
た
。
一
六
五
〇
年
よ
り
剣
石
の

太
平
寺
に
晋
住
し
、
一
六
五
三
年
に
は
太
平

寺
の
住
持
を
即
非
如
一
に
譲
っ
た
。

　
一
六
五
四
年
に
来
日
し
て
い
た
隠
元
に
招

か
れ
一
六
五
五
年
に
来
日
、
長
崎
の
福
済

寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
一
六
六
〇
年
に
摂
津

国
の
普
門
寺
、
一
六
六
一
年
に
黄
檗
山
萬
福

寺
に
入
り
、
一
六
六
四
年
、
隠
元
の
法
席
を

継
い
だ
。
翌
一
六
六
五
年
、
江
戸
に
く
だ
り

四
代
将
軍
徳
川
家
綱
に
謁
見
し
、
優
遇
さ
れ

た
。
江
戸
紫
雲
山
瑞
聖
寺
を
初
め
、
一
〇
余

寺
を
開
創
し
、
門
下
も
五
〇
余
人
に
及
ん
だ
。

一
六
六
九
年
、
将
軍
よ
り
紫
衣
を
賜
っ
た
。

　
一
六
八
〇
年
二
月
、
黄
檗
山
の
法
席
を
第

三
代
の
慧
林
性
機
に
譲
り
、
山
内
の
紫
雲
院

に
隠
退
し
た
。
一
六
八
四
年
、
病
に
よ
り
没

し
た
。

　
即
非
如
一
（
そ
く
ひ
に
ょ
い
つ
、
一
六

一
六
年
〜
一
六
七
一
年
）
は
福
建
省
福
州
府

福
清
県
の
出
身
。
父
を
早
く
失
い
、
十
八
歳

の
時
に
龍
山
寺
の

西
来
の
許
で
出
家

し
、
費
隠
通
容
が

黄
檗
山
に
晋
住
し

た
た
め
十
戒
を
受

け
て
沙
弥
と
な
っ

た
。

　
一
六
三
七
年
中

国
福
州
黄
檗
山
萬

福
寺
の
隠
元
隆
琦

に
師
事
し
て
菩
薩

戒
を
受
戒
し
た
。

こ
の
頃
、
山
火
事
を
消
し
て
い
る
う
ち
に
穴

に
落
ち
、
救
出
さ
れ
た
と
き
に
大
悟
し
た
と

い
う
。
一
六
五
一
年
、
隠
元
の
法
を
継
い
で

雪
峰
の
崇
聖
寺
に
移
っ
た
。

　
一
六
五
七
年
隠
元
に
招
か
れ
て
来
日
し
、

長
崎
崇
福
寺
に
住
み
伽
藍
を
整
備
し
、
そ
の

中
興
開
山
と
な
っ
た
。
一
六
六
三
年
宇
治
の

萬
福
寺
に
移
り
、
法
兄
の
木
庵
性
瑫
と
と
も

に
萬
福
寺
首
座
と
な
っ
た
。
最
初
の
黄
檗
三

壇
戒
で
は
教
授
阿
闍
黎
の
任
を
務
め
た
。
翌

一
六
六
四
年
帰
国
の
途
中
、
豊
前
国
小
倉
藩

主
小
笠
原
忠
真
ら
に
招
か
れ
、
一
六
六
五
年

福
聚
寺
を
創
建
し
て
そ
の
開
山
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
崇
福
寺
に
隠
居
し
て
そ
こ
で
没
し

た
。

　
詩
を
善
く
し
、
禅
味
の
あ
る
観
音
・
羅
漢
・

蘭
竹
を
画
い
た
が
、
こ
れ
は
日
本
の
文
人
画

の
さ
き
が
け
と
さ
れ
る
。

　
寿
ぎ
に
松
を
図
案
化
す
る
最
も
早
い
作
品

は
、
如
一
が
一
六
六
六
年
に
小
笠
原
長
真
の

二
十
歳
の
祝
賀
に
送
っ
た
「
松
下
鶴
鹿
図
」

（
福
聚
寺
所
蔵
）
と
さ
れ
る
。

（34）

隠
元
隆
琦

 木庵性瑫
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５
、 

江
戸
時
代
の
唐
様

　
白
隠
慧
鶴
（
は
く
い
ん
え
か
く
、
一
六
八

〜
一
七
六
八
年
）
は
、
臨
済
宗
中
興
の
祖
と

称
さ
れ
る
江
戸
中
期
の
禅
僧
で
あ
る
。
諡
は

神
機
独
妙
禅
師
、
正
宗
国
師
。

　
駿
河
国
原
宿
（
現
・
静
岡
県
沼
津
市
原
）

に
あ
っ
た
長
沢
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た

白
隠
は
、
十
五
歳
で
出
家
し
て
諸
国
を
行
脚

し
て
修
行
を
重
ね
、
二
十
四
歳
の
時
に
鐘
の

音
を
聞
い
て
悟
り
を
開
く
が
満
足
せ
ず
、
修

行
を
続
け
、
の
ち
に
病
と
な
る
も
、
内
観
法

を
授
か
っ
て
回
復
し
、
信
濃
（
長
野
県
）
飯

山
の
正
受
老
人
（
道
鏡
慧
端
）
の
厳
し
い
指

導
を
受
け
て
、
悟
り
を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
、

禅
を
行
う
と
起
こ
る
禅
病
を
治
す
治
療
法
を

考
案
し
、
多
く
の
若
い
修
行
僧
を
救
っ
た
。

　
以
後
は
地
元
に
帰
っ
て
布
教
を
続
け
、
曹

洞
宗
・
黄
檗
宗
と
比
較
し
て
衰
退
し
て
い
た

臨
済
宗
を
復
興
さ
せ
、「
駿
河
に
は
過
ぎ
た

る
も
の
が
二
つ
あ
り
、
富
士
の
お
山
に
原
の

白
隠
」
と
ま
で
い
わ
れ
た
。 

現
在
も
、
臨

済
宗
十
四
派
は
全
て
白
隠
を
中
興
と
し
て
い

る
た
め
、
彼
の
著
し
た
「
坐
禅
和
讃
」
を
坐

禅
の
折
に
読
誦
す
る
。
一
七
六
八
年
、
長
年

住
ん
だ
駿
河
の
原
の
松
蔭
寺
で
八
十
四
歳
の

生
涯
を
終
え
た
。

　
北
島
雪
山
（
き
た
じ
ま 

せ
つ
ざ
ん
、

一
六
三
六
年
〜
一
六
九
七
年
）
は
江
戸
時
代

前
期
の
書
家
・
陽
明
学
者
。
黄
檗
僧
な
ど
か

ら
文
徴
明
の
書
法
を
学
び
、
唐
様
の
書
風
の

基
礎
を
築
い
た
。

名
は
三
立
、
雪
山
・
雪
参
・
花
隠
・
蘭
隠
・

花
谿
子
・
蘭
隠
立
・
蘭
畹
等
と
号
し
た
。

　
一
六
三
六
年
、
肥
後
熊
本
藩
の
儒
医
北
島

宗
宅
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
北
島
家

は
、
豊
後
久
住
の
大
友
一
族
志
賀
能
郷
を
祖

に
持
ち
代
々
三
立
と
名
乗
っ
た
。
宗
宅
は
そ

の
十
八
代
目
に
あ
た
り
、
合
志
郷
村
吉
に
住

ん
だ
。

　
幼
い
頃
に
日
蓮
宗
妙
永
寺
住
持
の
日
収
上

人
よ
り
書
と
朱
子
学
を
学
ん
だ
。
藩
主
の
許

可
を
得
て
父
と
共
に
た
び
た
び
長
崎
に
遊
学
。

黄
檗
僧
の
雪
機
定
然
・
独
立
性
易
・
即
非
如

一
や
儒
者
愈
立
徳
に
影
響
を
受
け
、
文
徴
明

や
趙
孟
頫
の
書
法
を
習
得
し
た
。
の
ち
に
張

瑞
図
の
書
風
を
加
え
る
。
ま
た
愈
立
徳
に
師

事
し
て
陽
明
学
を
修
め
た
。

　
一
六
六
四
年
、
熊
本
藩
の
儒
医
と
し
て
仕

官
。
一
六
六
七
年
に
は
藩
主
細
川
綱
利
に
命

ぜ
ら
れ
て
『
肥
後
国
郡
一
統
志
』
編
纂
に
従

事
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
最
も
早
い
地
誌
で
、

中
世
の
肥
後
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
る
。

　
一
六
七
〇
年
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
突
然
の

陽
明
学
禁
止
令
に
よ
っ
て
熊
本
藩
を
追
放
さ

れ
、
京
・
江
戸
を
流
浪
。
一
六
七
七
年
、
江

戸
に
出
て
書
家
・
陽
明
学
者
と
し
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
と
り
わ
け
唐
様
の
書
風
は

評
判
と
な
り
、
雪
山
流
を
興
し
た
。
の
ち
に

唐
様
を
江
戸
に
広
め
た
細
井
広
沢
な
ど
が
門

人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
林
鵞
峰
・
木
下
順

庵
・
人
見
卜
幽
ら
諸
儒
と
交
わ
た
。

　
雪
山
は
豪
放
磊
落
で
大
酒
豪
、
奇
行
が
多

く
、
権
勢
を
嫌
っ
た
。
伴
蒿
蹊
『
近
世
畸
人

伝
』
巻
五
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
貧
窮
で
雨
漏
り
が
す
る
家
の
天

井
に
タ
ラ
イ
を
吊
し
、
そ
の
下
で
書
を
行
っ

て
い
た
と
い
う
。
ま
た
あ
る
と
き
太
守
よ
り

中
国
で
額
字
を
作
る
た
め
の
草
案
と
し
て
大

字
の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
た
が
、
大
筆
を
所
有

せ
ず
簾
の
萱
を
も
っ
て
筆
と
し
た
と
い
う
。

　
一
六
九
七
年
長
崎
丸
山
に
没
し
、
長
崎
晧

台
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
。

（35）

白
隠
慧
鶴

北
島
雪
山
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細
井
広
沢
（
一
六
五
八
年
〜
一
七
三
六

年
）
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
儒
学
者
・
書
家
・

篆
刻
家
。
赤
穂
四
十
七
士
の
一
人
、
堀
部
武

庸
と
昵
懇
で
吉
良
邸
討
ち
入
り
に
も
深
く
係

わ
っ
た
人
物
と
さ
れ
る
。
名
は
知
慎
、
字
は

公
謹
。
通
称
は
次
郎
太
夫
。
号
は
広
沢
。
別

号
に
玉
川
、
室
号
に
思
胎
斎
・
蕉
林
庵
・
奇

勝
堂
な
ど
が
あ
る
。

　
一
六
五
八
年
十
月
八
日
に
遠
江
国
掛
川
に

お
い
て
細
井
玄
佐
知
治
（
松
平
信
之
の
家

臣
）
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
母
は
山
本

氏
。
十
一
才
の
時
に
父
と
と
も
に
江
戸
へ
入

り
、
朱
子
学
を
坂
井
漸
軒
に
学
び
、
書
道
を

北
島
雪
山
に
学
ん
だ
。
ほ
か
に
も
兵
学
・
歌

道
・
天
文
・
算
数
な
ど
あ
ら
ゆ
る
知
識
に
通

じ
、
博
学
を
も
っ
て
元
禄
前
期
に
柳
沢
吉
保

に
二
〇
〇
石
で
召
抱
え
ら
れ
た
。
剣
術
を
堀

内
正
春
に
学
び
、
こ
の
堀
内
道
場
で
師
範
代

の
堀
部
武
庸
と
親
し
く
な
っ
た
。
元
禄
赤
穂

事
件
で
も
堀
部
武
庸
を
通
じ
て
赤
穂
一
党
に

協
力
し
、
討
ち
入
り
口
述
書
の
添
削
を
お
こ

な
い
、
ま
た
『
堀
部
安
兵
衛
日
記
』
の
編
纂

を
託
さ
れ
た
。
吉
良
邸
討
ち
入
り
計
画
に
か

な
り
深
い
協
力
を
し
て
お
り
、
武
庸
か
ら
の

信
頼
の
厚
さ
が
伺
え
る
。

　
広
沢
は
書
道
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

書
に
関
す
る
著
述
に
は
『
観
鵞
百
譚
』『
紫

微
字
様
』『
撥
鐙
真
詮
』
な
ど
多
数
。
筆
譜

に
『
思
胎
斎
管
城
二
譜
』
が
あ
る
。
ま
た
日

本
篆
刻
の
先
駆
と
さ
れ
る
初
期
江
戸
派
の
ひ

と
り
と
さ
れ
る
。

　
蘭
谷
元
定
や
松
浦
静
軒
な
ど
に
学
び
、
明

の
唐
寅
や
一
元
に
師
事
し
、
羅
公
権
の
『
秋

間
戯
銕
』
な
ど
か
ら
独
学
し
た
。
ま
た
榊
原

篁
洲
や
池
永
一
峰
・
今
井
順
斎
ら
と
の
交
流

で
互
い
に
研
鑽
し
た
。
と
り
わ
け
池
永
一
峰

と
と
も
に
正
し
い
篆
文
の
形
を
世
に
知
ら
し

め
よ
う
と
『
篆
体
異
同
歌
』
を
著
し
た
。
ま

た
法
帖
の
拓
打
に
つ
い
て
新
し
く
正
面
刷
り

の
方
法
を
考
案
し
て
『
太
極
帖
』
を
刻
し
て

い
る
。
広
沢
と
子
の
細
井
九
皋
の
印
を
集
め

た
印
譜
『
奇
勝
堂
印
譜
』
が
あ
り
日
本
に

お
け
る
文
人
篆
刻
の
先
駆
け
と
さ
れ
て
い
る
。

門
弟
に
関
思
恭
・
柳
沢
淇
園
な
ど
が
い
る
。

一
七
三
五
年
十
二
月
二
十
三
日
に
死
去
。
著

書
に
『
国
字
国
訓
弁
』『
紫
微
字
様
』
が
あ
る
。

墓
所
は
東
京
都
世
田
谷
区
等
々
力
の
満
願
寺

に
あ
り
、
こ
の
寺
に
広
沢
の
自
刻
印
が
二
十

数
顆
伝
わ
っ
て
い
る
。

　『
観
鵞
百
譚
』（
五
巻
、
一
七
三
五
年
、
細

井
広
沢
著
）は
、享
保
二
〇
年（
一
七
三
五
年
）

に
刊
行
さ
れ
、
和
漢
の
書
道
に
関
す
る
故
事

や
逸
話
な
ど
百
話
を
集
め
た
も
の
。
唐
様
の

根
本
原
理
が
紹
介
さ
れ
、
王
羲
之
・
趙
孟
頫
・

文
徴
明
の
系
統
が
唐
様
の
正
系
で
あ
る
こ
と

を
説
き
、
唐
様
の
流
行
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 

　
亀
田
鵬
斎（
一
七
五
二
年
〜
一
八
二
六
年
）

は
、
江
戸
時
代
の
化
政
文
化
期
の
書
家
、
儒

学
者
、文
人
。
江
戸
神
田
生
れ
（
異
説
あ
り
）。

鵬
斎
は
六
歳
に
し
て
三
井
親
和
よ
り
書
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
、
町
内
の
飯
塚
肥
山
に
つ
い

て
素
読
を
習
っ
た
。
十
四
歳
の
時
、
井
上
金

峨
に
入
門
。
才
能
は
弟
子
の
中
で
も
群
を
抜

き
、
金
峨
を
驚
嘆
さ
せ
て
い
る
。
二
十
三
歳

で
私
塾
を
開
き
経
学
や
書
な
ど
を
教
え
、 

躋

寿
館
に
お
い
て
も
教
鞭
を
執
っ
た
。
赤
坂
日

枝
神
社
、
駿
河
台
、
本
所
横
川
出
村
な
ど
に

居
を
構
え
、
五
〇
歳
の
と
き
、
下
谷
金
杉
に

移
り
住
ん
だ
。の
ち
に
儒
学
者
・
書
家
と
な
る
。

　
豪
放
磊
落
な
性
質
で
、
そ
の
学
問
は
見
識

が
高
く
、
私
塾
に
は
多
く
の
旗
本
や
御
家

人
の
子
弟
な
ど
が
入
門
し
た
。
彼
の
学
問
は

折
衷
学
派
に
属
し
、
す
べ
て
の
規
範
は
己
の

中
に
あ
り
、
己
を
唯
一
の
基
準
と
し
て
善
悪

を
判
断
せ
よ
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
従
っ
て
、

社
会
的
な
権
威
を
す
べ
て
否
定
的
に
捉
え
て

い
た
。

　
松
平
定
信
が
老
中
と
な
り
、
寛
政
の
改
革

が
始
ま
る
と
幕
府
正
学
と
な
っ
た
朱
子
学
以

外
の
学
問
を
排
斥
す
る
「
寛
政
異
学
の
禁
」

が
発
布
さ
れ
る
。
山
本
北
山
、
冢
田
大
峯
、

豊
島
豊
洲
、
市
川
鶴
鳴
と
と
も
に
「
異
学
の

五
鬼
」
と
さ
れ
て
し
ま
い
、
千
人
以
上
い
た

と
い
わ
れ
る
門
下
生
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
た
。

そ
の
後
、
酒
に
溺
れ
貧
困
に
窮
す
る
も
庶
民

か
ら
「
金
杉
の
酔
先
生
」
と
親
し
ま
れ
た
。

塾
を
閉
じ
五
〇
歳
頃
よ
り
各
地
を
旅
し
、
多

く
の
文
人
や
粋
人
ら
と
交
流
す
る
。

　
一
八
〇
二
年
に
谷
文
晁
、
酒
井
抱
一
ら
と

と
も
に
常
陸
国
を
旅
す
る
。
こ
の
後
、
こ
の

三
人
は
「
下
谷
の
三
幅
対
」
と
呼
ば
れ
、
生

涯
の
友
と
な
っ
た
。

　
文
化
五
年
に
妻
を
亡
く
し
、
そ
の
悲
し
み

を
紛
ら
わ
す
た
め
か
、
翌
年
日
光
を
訪
れ
、

信
州
越
後
、
佐
渡
を
旅
し
た
。
こ
の
間
、
出

雲
崎
に
て
良
寛
出
会
っ
た
。
三
年
に
わ
た
る

旅
費
の
多
く
は
越
後
商
人
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と

し
て
賄
っ
た
。

　
六
〇
歳
で
江
戸
に
戻
る
と
そ
の
書
は
大
い

に
人
気
を
博
し
、
人
々
は
競
っ
て
揮
毫
を
求

め
た
。

　
鵬
斎
の
書
は
空
中
に
飛
翔
し
飛
び
回
る
よ

う
な
独
特
な
書
法
で
知
ら
れ
る
。

　
享
年
七
十
五
歳
。今
戸
称
福
寺
に
葬
ら
れ
る
。

（36）

細
井
広
沢

亀
田
鵬
斎
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